
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科名 数 学 校 種 高等学校 

科 目 の 配 当 

学年 科目名 必・選 単位 授業展開など，授業の形態 

1年 
数学Ⅰ 必 ３ 

ＡＥコース・ＡＧコース別授業 

どちらもクラス毎に授業 

数学Ａ 選 ２ ＡＥコース・ＡＧコースの共通選択科目 

２年 

数学Ⅱ 選 ４ 
グローバルコースの選択科目 

サイエンスコースの必修科目 

数学Ⅱ基礎 選 ２ 
ＡＥコース・ＡＧコース別授業 

グローバルコースの選択科目 

数学Ｂ 選 ２ 
グローバルコースの選択科目 

サイエンスコースの必修科目 

数学Ⅲ 選 ２ サイエンスコースの必修科目 

３年 

数学Ⅲαβ 選 ６ アドバンスコース理系の選択科目 

数学Ⅲγ 選 ２ アドバンスコース理系の選択科目 

選択数学ⅠＡ 選 ２ 高１時発展クラス対象選択科目 

数学ⅡＢ演習 選 ２ アドバンスコースの選択科目 



科目名（教科名） 数学Ⅰ ＡＥコース （ 数 学 ） 

担 当 教 員   James Wright  芦塚 孝至 

学年 １ 単位数 ３ 必修・選択・展開 必 修 

 ■ 授 業 の 目 的 

＊ネイティブ教員による英語での授業を取り入れ、コミュニケーションとしての英語力を身につける。 

１．数を実数まで拡張することの意義や集合と命題に関する基本的な概念を理解する。 

２．２次関数とそのグラフについて理解し、２次関数を用いて数量の関係や変化を表現することの有用性を認識する

とともに、それらを事象の考察に活用する。 

３．三角比の意味やその基本的な性質について理解し、三角比を用いた計量の考えの有用性を認識するとともに、そ

れらを具体的な事象に活用する。 

４．統計の基本的な考えを理解するとともに、それを用いてデータを整理・分析し傾向を把握する。  

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 数と式  

２節 実数 

 ３節 １次不等式 

２章 集合と論証 

 ２節 命題と論証 

３章 ２次関数 

 １節 関数とグラフ 

（｢１節 式の計算｣は中学で既習） 

・数直線  ・絶対値  ・根号を含む式の計算 

・不等式とその性質  ・１次不等式の解法 ・連立１次不等式 

（｢１節 集合｣は中学で既習） 

・命題と条件     ・論証 

・関数        ・２次関数とそのグラフ 

・２次関数の最大，最小    

２
学
期 

 

２節 ２次方程式・２次不等式 

 

４章 図形と計量 

１節 鋭角の三角比 

２節 三角比の拡張 

・２次関数の決定 

・２次方程式の解法  ・２次方程式の実数解の個数 

・２次関数のグラフとχ軸の共有点   ・２次不等式とその応用 

・正接、正弦、余弦   

・三角比の相互関係 

・三角比と座標  ・三角比の性質   ・正弦定理  

３
学
期 

３節 三角形への応用 

５章 データの分析 

 １節 データの整理と分析 

 ２節 データの相関 

・余弦定理   ・三角形の面積    ・空間図形の計量 

・データの整理 ・代表値  

・箱ひげ図   ・箱ひげ図とデータ  ・分散と標準偏差 

・相関関係   ・相関係数 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：・定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

       ・定期試験は英語の出題と日本語の出題がある。 

●割合  :１、２学期は 定期試験８０％ 平常点２０％、 ３学期は 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書： 数学Ⅰ（東京書籍） 

●問題集： ４ＳＴＥＰ 数学Ⅰ（数学Ⅰ＋Ａ）（数研出版）   

スタディ 数学Ⅰ（第一学習社） 

●副教材： ＰＥＡＲＳＯＮの教材をｉＰａｄで使用 

 

 

 

 



科目名（教科名） 数学Ⅰ ＡＧコース （ 数 学 ） 

担 当 教 員   野村 修一 

学年 １ 単位数 ３ 必修・選択・展開 必 修 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．数を実数まで拡張することの意義や集合と命題に関する基本的な概念を理解する。 

２．２次関数とそのグラフについて理解し、２次関数を用いて数量の関係や変化を表現することの有用性を認識する

とともに、それらを事象の考察に活用する。 

３．三角比の意味やその基本的な性質について理解し、三角比を用いた計量の考えの有用性を認識するとともに、そ

れらを具体的な事象に活用する。 

４．統計の基本的な考えを理解するとともに、それを用いてデータを整理・分析し傾向を把握する。  

 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 数と式  

  ２節 実数 

 ３節 １次不等式 

２章 集合と論証 

 ２節 命題と論証 

３章 ２次関数 

 １節 関数とグラフ 

（｢１節 式の計算｣は中学で既習） 

・数直線  ・絶対値  ・根号を含む式の計算 

・不等式とその性質  ・１次不等式の解法 ・連立１次不等式 

（｢１節 集合｣は中学で既習） 

・命題と条件     ・論証 

・関数        ・２次関数とそのグラフ 

・２次関数の最大，最小    

２
学
期 

 

２節 ２次方程式・２次不等式 

 

４章 図形と計量 

１節 鋭角の三角比 

２節 三角比の拡張 

・２次関数の決定 

・２次方程式の解法  ・２次方程式の実数解の個数 

・２次関数のグラフとχ軸の共有点   ・２次不等式とその応用 

・正接、正弦、余弦   

・三角比の相互関係 

・三角比と座標  ・三角比の性質   ・正弦定理  

３
学
期 

３節 三角形への応用 

 

５章 データの分析 

 １節 データの整理と分析 

 ２節 データの相関 

・余弦定理   ・三角形の面積    ・空間図形の計量 

 

・データの整理 ・代表値  

・箱ひげ図   ・箱ひげ図とデータ  ・分散と標準偏差 

・相関関係   ・相関係数 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：・定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

・定期試験は共通問題と各クラス問題がある。 

・クラスによって難易度が違うため、学年末の５段階評定は、クラスによって評価の境界が異

なる。 

●割合  :１、２学期は 定期試験８０％ 平常点２０％、 ３学期は 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書： 数学Ⅰ（東京書籍） 

●問題集： ４ＳＴＥＰ 数学Ｉ（数学Ⅰ＋Ａ）（数研出版）   

スタディ 数学Ⅰ（第一学習社） 

 

 

 

 



科目名（教科名） 数学Ａ （ 数 学 ） 

担 当 教 員   瓶割 浩司   野村 修一   

学年 １ 単位数 ２ 必修・選択・展開 選 択 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．場合の数を求めるときの基本的な考えや確率についての理解を深め、それらを事象の考察に活用する。 

２．整数の性質について理解を深め、それを事象の考察に活用する。 

３．中学で学んだ平面図形の性質についての理解を深める。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 場合の数と確率  

 １節 場合の数 

 

 

２節 確率とその基本性質 

 

・集合の要素の個数   ・樹形図と場合の数 

・順列         ・組み合わせ 

 

・事象と確率      ・確率の基本性質 

 

２
学
期 

３節 いろいろな確率 

 

２章 整数の性質 

 １節 約数と倍数 

 

 ２節 ユークリッドの互除法と 

    不定方程式 

・独立な試行の確率 

・反復試行の確率    ・条件つき確率 

 

・約数と倍数      ・最大公約数と最小公倍数 

 

・除法の性質と整数の分類 

・ユークリッドの互除法 ・２元１次不定方程式 

３
学
期 

 ３節 整数の性質の活用 

 

３章 図形の性質 

１節 三角形の性質 

 

 

２節 円の性質 

 

・記数法        ・小数と分数 

 

 

・三角形と比      ・三角形の重心・外心・垂心・内心 

・三角形の比の定理 

 

・方べきの定理     ・２つの円 

評価の

方法 

●評価方法：・定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

●割合  :１、２学期は 定期試験８０％ 平常点２０％、３学期は 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書： 数学Ａ（東京書籍） 

●問題集： ４ＳＴＥＰ 数学Ⅰ＋Ａ（数研出版）   

スタディ 数学Ａ（第一学習社） 

 

 

 

 

 



科目名（教科名） 数学Ⅱ （ 数 学 ） 

担 当 教 員   福田 美穂  

学年 ２ 単位数 ４ 必修・選択・展開 グローバル選択  サイエンス必修 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．式と証明・高次方程式、図形と方程式、いろいろな関数及び微分・積分の考えについて理解を深める。  

２．基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。  

３．事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育てる。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 方程式・式と証明 

 １節 整式の乗法・除法と分数式  

 ２節 ２次方程式 

 ３節 高次方程式 

 

 

 

３章 三角関数 

 １節 三角関数 

 ２節 加法定理 

４章 指数関数・対数関数 

１節 指数関数 

・整式の乗法と因数分解  ・二項定理  ・整式の除法 

・分数式とその計算    ・(ａ＋ｂ＋ｃ)nの展開 

・複素数とその演算    ・解の公式   ・解と係数の関係 

・因数定理        ・簡単な高次方程式  

・因数定理を利用した４次方程式の解法 

・組立除法        ・３次方程式の解と係数の関係 

 

・一般角    ・三角関数    ・三角関数の性質 

・三角関数のグラフ      ・三角関数の応用 

・加法定理   ・三角関数の合成 ・和と差の変換公式 

・指数法則 ・累乗根 ・指数の拡張 

２
学
期 

２節 対数関数 

 

５章 微分と積分 

１節 微分係数と導関数 

 ２節 導関数の応用 

 

３節 積分 

１章 方程式・式と証明 

４節 式と証明 

・指数関数とそのグラフ   

・対数とその性質  ・対数関数とそのグラフ  ・常用対数 

・微分係数        ・導関数    

・接線  ・関数の増減と極大，極小  ・関数の最大，最小  

・方程式，不等式への応用  ・４次関数のグラフ 

・不定積分  ・定積分  ・定積分と面積  

・放物線で囲まれた図形の面積  ・ｎ次関数の微分と積分  

・(ax＋ｂ)nの微分と積分  ・曲線と接線の囲む図形の面積 

・恒等式  ・不等式の証明  

３
学
期 

２章 図形と方程式 

 １節 点と直線 

  

２節 円 

３節 軌跡と領域 

 

・２点間の距離  ・内分点、外分点  ・直線の方程式  

・２直線の関係  ・２直線の交点を通る直線 

・円の方程式   ・円と直線   ・２つの円の交点を通る円 

・軌跡の方程式 

・不等式の表す領域     ・連立不等式の表す領域   

・いろいろな不等式の表す領域 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

●割合  :１、２学期は 定期試験８０％ 平常点２０％、３学期は 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書： 数学Ⅱ（東京書籍） 

●問題集： ４ＳＴＥＰ 数学Ⅱ＋Ｂ(数研出版)   マスターノート数学Ⅰ＋Ａ(数研出版)  

 

 



科目名（教科名）  数学Ⅱ基礎 ＡＥコース （ 数 学 ） 

担 当 教 員   James Wright  瓶割 浩司    

学年 ２ 単位数 ２ 必修・選択・展開 イングリッシュコース必修 

 ■ 授 業 の 目 的 

＊ネイティブ教員による英語での授業を取り入れ、コミュニケーションとしての英語力を身につける。 

１．数学Ⅱの内容のうち、基本的な事柄を取り上げ、基礎的な知識の習得を図る。  

２．事象を数学的に考察し処理する能力と態度を育てる。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 方程式・式と証明 

 １節 整式の乗法・除法と分数式  

  

２節 ２次方程式 

  

３節 高次方程式 

 

 

 

・整式の乗法と因数分解  

・整式の除法       ・分数式とその計算   

・複素数とその演算    ・解の公式  

・解と係数の関係 

・因数定理        ・簡単な高次方程式  

・組立除法  

  

２
学
期 

４章 指数関数・対数関数 

１節 指数関数 

 

２節 対数関数 

 

５章 微分と積分 

１節 微分係数と導関数 

 ２節 導関数の応用 

 

 

・指数法則        ・累乗根  

・指数の拡張    

・対数とその性質 

 

 

・微分係数        ・導関数 

・接線 

 

３
学
期 

 

 

３節 積分 

 

・関数の増減と極大、極小 

・関数の最大、最小  

・不定積分        ・定積分 

・定積分と面積  

 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：・定期試験と平常点（提出物・小テスト等）で各学期の成績を算出する。 

・定期試験は英語の出題と日本語の出題がある。 

●割合  :１、２学期は 定期試験８０％ 平常点２０％、 ３学期は 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書：数学Ⅱ（東京書籍） 

●問題集：スタディ 数学Ⅱ（第一学習社） 

 

 

 

 

 

 

 



科目名（教科名）  数学Ⅱ基礎 ＡＧコース （ 数 学 ） 

担 当 教 員   石川 雅則 

学年 ２ 単位数 ２ 必修・選択・展開 グローバル選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．数学Ⅱの内容のうち、基本的な事柄を取り上げ、基礎的な知識の習得を図る。  

２．事象を数学的に考察し処理する能力と態度を育てる。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 方程式・式と証明 

 １節 整式の乗法・除法と分数式  

  

２節 ２次方程式 

  

３節 高次方程式 

 

 

 

・整式の乗法と因数分解  

・整式の除法       ・分数式とその計算   

・複素数とその演算    ・解の公式  

・解と係数の関係 

・因数定理        ・簡単な高次方程式  

・組立除法  

  

２
学
期 

４章 指数関数・対数関数 

１節 指数関数 

 

２節 対数関数 

 

５章 微分と積分 

１節 微分係数と導関数 

 ２節 導関数の応用 

 

 

・指数法則        ・累乗根  

・指数の拡張    

・対数とその性質 

 

 

・微分係数        ・導関数 

・接線 

 

３
学
期 

 

 

３節 積分 

 

・関数の増減と極大、極小 

・関数の最大、最小  

・不定積分        ・定積分 

・定積分と面積  

 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：・定期試験と平常点（提出物・小テスト等）で各学期の成績を算出する。 

●割合  :１、２学期は 定期試験８０％ 平常点２０％、 ３学期は 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書：数学Ⅱ（東京書籍） 

●問題集：スタディ 数学Ⅱ（第一学習社） 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目名（教科名） 数学Ｂ （ 数 学 ） 

担 当 教 員   石川 雅則 

学年 ２ 単位数 ２ 必修・選択・展開 グローバル選択・サイエンス必修 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．簡単な数列とその和及び漸化式と数学的帰納法について理解し、それらを用いて事象を数学的に考察し活用する。 

２．ベクトルにつての基本的な概念を理解し、基本的な図形の性質や関係をベクトルを用いて表現し、いろいろな事

象の考察に活用する。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 数列 

 １節 数列 

 

 

 

２節 漸化式と数学的帰納法 

 

・数列         ・等差数列    

・等差数列の和     ・等比数列   

・等比数列の和     ・複利法 

 

・和の記号Σ      ・いろいろな数列  

・漸化式        ・数学的帰納法 

・フィボナッチ数列   ・３項間の漸化式 

 

２
学
期 

２章 ベクトル 

 １節 平面上のベクトル 

 

 

 ２節 ベクトルの応用 

  

 

 

・ベクトルの意味    ・ベクトルの加法，減法，実数倍  

・ベクトルの成分    ・ベクトルの内積  

 

・位置ベクトル     ・ベクトル方程式 

 

３
学
期 

３節 空間におけるベクトル 

 

 

 

 

  

・空間座標       ・空間におけるベクトル     

・位置ベクトルと空間の図形      

・点が平面上にある条件 

・平面の方程式 

・空間における直線の方程式 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

●割合  :１、２学期は 定期試験８０％ 平常点２０％、 ３学期は 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書： 数学Ｂ（東京書籍） 

●問題集： ４ＳＴＥＰ 数学Ⅱ＋Ｂ(数研出版) 

             

 

 

 

 

 



科目名（教科名） 数学Ⅲ （ 数 学 ） 

担 当 教 員   福田 美穂 

学年 ２ 単位数 ２ 必修・選択・展開 サイエンス必修 

 ■ 授 業 の 目 的 

＊数学Ⅲの内容のうち、数学Ⅱ・数学Ｂと並行して学習できる分野について、知識の習得を図り、理解を深める。 

１．有限の概念から、無限の概念まで広げ、数式と図形の関係をより深く理解する。 

２．「数学Ⅱ」で学ぶ微分法の内容を更に発展させ、一部の内容について、微分法が広い範囲の問題に対して有効な

役割を果たしていることの理解を深める。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

３章 関数と極限 

 １節 関数 

 

 

３節 関数の極限 

 

２節 数列の極限 

 

・分数関数とそのグラフ   

・無理関数とそのグラフ 

・逆関数と合成関数 

・関数の極限（指数関数・対数関数の極限を除く） 

・関数の連続性 

・数列の極限  

２
学
期 

 

 

 

 

３節 関数の極限 

 

４章 微分 

 １節 微分法 

 

 

 ２節 いろいろな関数の導関数 

 

・無限等比数列 

・無限級数         

・無限等比級数  

・いろいろな無限級数 

・指数関数・対数関数の極限 

・三角関数と極限  

 

・導関数          

・積，商の微分法 

・合成関数の微分法 

・三角関数の導関数    

    

３
学
期 

 

 

 

５章 微分の応用 

１節 接線、関数の増減 

 

   

 

 ・対数関数、指数関数の導関数  

・高次導関数 

 

 

・接線、法線の方程式 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

●割合  : １、２学期は 定期試験８０％ 平常点２０％、３学期は 定期試験７０％ 平常点３０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書：数学Ⅲ（数研出版） 

●問題集：４ＳＴＥＰ 数学Ⅲ(数研出版)       

 



科目名（教科名） 数学Ⅲα （ 数 学 ） 

担 当 教 員   石川 政則  

学年 ３ 単位数 ２ 必修・選択・展開 アドバンス理系選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

平面上の曲線、複素数平面について理解し、知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を

伸ばすとともに、それらを積極的に活用する。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

１章 平面上の曲線 

 １節 ２次曲線  

 

 

  

 

  

  

 ２節 媒介変数表示と極座標 

  

 

 

・放物線 

・楕円 

・双曲線 

・２次曲線の平行移動 

・２次曲線と直線 

・２次曲線と離心率 

 

・曲線の媒介変数表示 

・極座標と極方程式 

・いろいろな曲線 

 

２
学
期
・
３
学
期 

２章 複素数平面 

 １節 複素数平面 

  

 

   

 ２節 図形への応用 

 

・複素数平面 

・複素数の極形式 

・ド・モアブルの定理 

 

・円と分点 

・複素数と三角形 

評価の

方法と

割合 

●評価方法  ：数学Ⅲγと合わせて定期試験を行い，成績を算出する。 

 

●割合    : 定期試験８０％ 平常点２０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書：数学Ⅲ（東京書籍） 

●問題集：４ＳＴＥＰ 数学Ⅲ(数研出版) 

ニューステージ数学演習ⅠＡ＋ⅡＢ(受験編)(数研出版) 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目名（教科名） 数学Ⅲβ （ 数 学 ） 

担 当 教 員   芦塚 孝至 

学年 ３ 単位数 ４ 必修・選択・展開 アドバンス理系選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．有限の概念から、無限の概念まで広げ、数式と図形の関係をより深く理解する。 

２．「数学Ⅱ」で学んだ微分法と積分法の内容を更に発展させて、微分法・積分法が広い範囲の問題に対して有効な

役割を果たしていることの理解を深める。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

３章 関数と極限 

 １節 関数 

 

２節 数列の極限 

 

 

３節 関数の極限 

 

４章 微分 

 １節 微分法 

 

 ２節 いろいろな関数の導関数 

 

・分数関数とそのグラフ  ・無理関数とそのグラフ 

・逆関数と合成関数 

・数列の極限       ・無限等比数列 

・無限級数        ・無限等比級数  

・いろいろな無限級数 

・関数の極限       ・三角関数と極限  

・関数の連続性 

 

・導関数         ・積，商の微分法 

・合成関数の微分法 

・三角関数の導関数    ・対数関数、指数関数の導関数  

・高次導関数 

２
学
期
・
３
学
期 

５章 微分の応用 

１節 接線、関数の増減 

 

   

２節 微分のいろいろな応用 

 

 

６章 積分とその応用 

１節 不定積分 

 

２節 定積分 

 

 

３節 面積・体積・長さ 

 

・接線、法線の方程式   ・平均値の定理 

・関数の増減       ・関数の極大、極小 

・第２次導関数とグラフ 

・最大、最小       ・方程式、不等式への応用 

・速度、加速度      ・近似式 

 

 

・不定積分とその基本公式  ・置換積分法と部分積分法 

・いろいろな関数の不定積分 

・定積分          ・定積分の置換積分法 

・定積分の部分積分法    ・定積分で表された関数 

・定積分と区分求積法    ・定積分と不等式 

・面積           ・体積      

・曲線の長さと道のり 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

●割合  : 定期試験８０％ 平常点２０％ 

教科書・ 

副教材等 

●教科書：数学Ⅲ（数研出版） 

●問題集：４ＳＴＥＰ 数学Ⅲ(数研出版) 

      ニューステージ数学演習ⅠＡ＋ⅡＢ(受験編)(数研出版) 

 



科目名（教科名） 数学Ⅲγ （ 数 学 ） 

担 当 教 員 三歩一 昭彦 

学年 3 単位数 2 必修・選択・展開 アドバンス理系選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

数学Ⅲについて、大学入試レベルの問題演習に取り組むことにより、学習内容の一層の理解を深め、数学的な表現、

処理、見方や考え方を身につける。 

 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

（クリアー） 

Ⅱ 式と曲線 

 

 

Ⅲ 関数 

 

Ⅳ 極限 

 

 

・２次曲線       ・媒介変数表示 

・極座標と極座標方程式 

 

・分数関数・無理関数  ・関数の性質 

 

・数列の極限      ・無限級数  

・漸化式と極限     ・関数の極限   ・関数の連続 

 

２
学
期
・
３
学
期 

 

Ⅴ 微分法 

 

Ⅵ 微分法の応用 

 

 

 

Ⅰ 複素数平面 

 

Ⅶ 積分法 

 

 

 

Ⅷ 積分法の応用 

 

・導関数        ・高次導関数 

 

・接線・法線      ・関数の値の変化 

・最大・最小      ・方程式への応用 

・平均値の定理，速度と近似 

 

・複素数平面      ・複素数と図形 

 

・不定積分       ・定積分  

・定積分で表された関数 

・不定積分と級数    ・定積分と不等式 

 

・面積         ・体積 

・種々の量の計算    ・微分方程式 

 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：数学Ⅲαと合わせて定期試験を行い，成績を算出する。 

 

●割合  :定期試験８０％ 平常点２０％ 

教科書・ 

副教材等 

●問題集： クリアー数学演習Ⅲ（数研出版） 

 

 

 

 

 



科目名（教科名） 選択数学ⅠＡ （ 数 学 ） 

担 当 教 員   濵口 昌紘 

学年 ３ 単位数 ２ 必修・選択・展開 選  択 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．数学Ⅰ・数学Ａについて、大学入試センターレベルの問題演習に取り組むことにより、学習内容の一層の理解を

深め、数学的な表現、処理、見方や考え方を身につける。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

（ニューステージ） 

 数学Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

数学Ａ 

 

 

 

・式の計算       ・１次不等式の解法   

・集合         ・命題と論証 

・２次関数       ・２次関数の最大，最小 

・２次方程式，２次不等式   

・２次関数の種々の問題 

・三角比の基本     ・三角比と図形   

・データの分析 

 

・場合の数       ・順列    

・組合せ        ・確率      

・図形の性質 

・整数の性質 

２
学
期
・
３
学
期 

（実践演習） ・センター試験に向けて実践演習を行い、総仕上げをする。 

評価の

方法と

割合 

●評価方法：定期試験と平常点（提出物・小テスト等）により各学期の成績を算出する。 

●割合  : 定期試験８０％ 平常点２０％ 

教科書・ 

副教材等 

●問題集：ニューステージ 数学演習Ⅰ・Ａ＋Ⅱ・Ｂ（受験編） (数研出版) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目名（教科名） 数学ⅡＢ演習 （ 数 学 ） 

担 当 教 員   濵口 昌紘 

学年 ３ 単位数 ２ 必修・選択・展開 アドバンス選択 

 ■ 授 業 の 目 的 

１．数学Ⅱ・数学Ｂについて、大学入試センターレベルの問題演習に取り組むことにより、学習内容の一層の理解を

深め、数学的な表現、処理、見方や考え方を身につける。 

■ 授 業 計 画 

学 期 授 業 の 項 目 内 容  

１
学
期 

（ニューステージ） 

 数学Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学Ｂ 

 

・二項定理，整式の割り算  ・恒等式，等式，不等式 

・複素数とその計算     ・２次方程式の理論 

・因数定理，高次方程式   ・点，直線，円   

・曲線と直線        ・軌跡と領域     

・三角関数         ・指数関数 

・対数関数         ・導関数と接線   

・関数の極大，極小     ・関数の最大，最小  

・微分法の応用       ・不定積分，定積分 

・面積の計算 

 

・平面ベクトルの基本  ・平面ベクトルと図形 

・空間ベクトルと図形  ・等差数列，等比数列 

・種々の数列      ・漸化式と数列 

２
学
期
・
３
学
期 

（実践演習） ・センター試験に向けて実践演習を行い、総仕上げをする。 

教科書・ 

副教材等 

●問題集：ニューステージ 数学演習Ⅰ・Ａ＋Ⅱ・Ｂ (数研出版) 

 

 

 

 

 

 

 

 


